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鹿児島大学では、産技研で開発したDLDチップを含むカートリッジ

を用いて、口腔癌患者から循環腫瘍細胞を回収し、遺伝子変化を検
索する研究を行っている。産技研では、チップの性能確認のための
細胞サイズの脂質粒子作製を検討した。

細胞サイズの脂質粒子作製
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DLDの原理

脂質のオクタノール溶液または
ミネラルオイル溶液に水溶液を
加えて撹拌

エマルションのサイズを
DLDの原理で10 µm程度に揃え、
水溶液との界面を通過させて

二重膜を形成させれば、細胞サイ
ズの脂質粒子となる可能性

250µm

現状のチップの貼り合わせ方法
はオクタノールやミネラルオイル
に対する耐性が低いため、今後、
チップの作製方法を改良する。

数 µm～50 µmの

油中水滴型エマルション
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